様式第３号
令和　　年　　月　　日　

呉　　市　　長

所在地
商号又は名称

代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
令和８年度呉市火葬場残骨灰処理業務企画提案書

令和８年４月３０日付けで公募型プロポーザル手続き開始の公告のありました下記業務について，企画提案書を提出します。

企画提案書の記載事項等について，事実と相違ないことを誓約します。

記

１　業務名
　　令和８年度呉市火葬場残骨灰処理業務
２　提案内容
　　別添のとおり

（問い合わせ先）

　　　　　担当者：　　　　　　　　　　　部署：　　　部　　　課

　　　　　電　話：（　　　）　　　－　　　　（代）（内線　　　　）

　　　　　ＦＡＸ：（　　　）　　　－　　　　

　　　　　E-Mail：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別　添
提案内容
	１　組織，実施体制

	⑴　人員体制及び管理体制
　ア　会社概要

本社所在地
会社名
設立年月

年　　月

従業員数
人
資本金

千円

売上高
千円

業務内容

ホームページアドレス

呉市を担当する

支社（支店）名

主な業務実績

イ　組織体制（命令系統，役割分担等）

ウ　緊急時の社内の報告体制及び本市と関係機関への連絡体制
⑵　本業務を行う施設・設備等の状況
施設所在地

施設の規模

敷地面積：　　　　　　　　㎡，　延床面積：　　　　　　　㎡

※　施設の全景（外観）が確認できる写真を添付すること。

残骨灰の搬出・運搬を行う作業員数
　　　　　　　　　　人
残骨及び有価物の選別等を行う作業員数

　　　　　　　　　　人
最大処理能力

１日最大：　　　　　ｔ，　　　年間最大：　　　　　ｔ

最大処理実績

１日最大：　　　　　ｔ，　　　年間最大：　　　　　ｔ

保有する車両運搬機具

※　種別・台数・最大積載量，用途等を記載すること。


	２　業務の内容

	⑴　年間スケジュール
※　履行期間中に行う搬出・運搬，残骨及び有価物の選別等，残骨の埋蔵等の実施時期を示すこと。
※　基本仕様書６⑵ウ及び６⑶ウ(イ)を満たす年間スケジュールを示すこと。

⑵　搬出・運搬業務の内容
ア　搬出・運搬時に残骨灰が飛散，流出しないように講じる措置の内容及び事故等が発生した場合に運搬を継続する方法
イ　搬出・運搬時に作業員の安全対策として講じる措置の内容
※　安全対策として使用する保護用具等を示すこと。
⑶　残骨灰処理業務の内容
ア　残骨及び有価物の選別等の工程
　（収集から選別，無害化処理，最終供養地への埋蔵，有価物の返還までのフロー）
※　選別後の残骨，有価物，それ以外の引渡先（所在地，名称）まで示すこと。
※　無害化処理工程では，測定を行う有害化学物質の種類ごとの測定頻度及び無害化処理方法を示すこと。
イ　残骨灰を保管する場所及び選別等を実施する場所
※　平面図で処理前後の残骨灰の保管場所及び床の材質を示すこと。
　　※　平面図で選別等の場所及び設備の配置並びに各設備状態が確認できる写真，床の材質を示すこと。
ウ　保管，選別等において残骨灰が飛散，流出しないように講じる措置の内容
エ　無害化処理の内容　
※　無害化処理の内容及び報告方法を示すこと。
　オ　選別等の工程の中で，周辺環境への配慮に関するアピールポイントや特別な取り組み
⑷　残骨用墳墓（人体・動物）の所在地及び名称
　　　※　残骨用墳墓の所在地が明示され，周辺（300ｍ以内）の主要な公共施設，主要道路等からの位置が明確な位置図を添付すること。
ア　ＪＲ呉駅から残骨用墳墓（人体・動物）の所在地までの公共交通機関を利用した経路
　　(ア)　人体

乗換順序

経路として使用する
公共交通機関の名称※2
利用区間
（駅，バス停等）

降車場所から次の乗車場所または残骨用墳墓の所在地までの直線距離※3
平日10時～16時の運行本数※4
乗車場所
降車場所

往路

復路

1

JR呉駅※1
ｍ

本

本

2

ｍ

本

本

3

ｍ

本

本

4

ｍ

本

本

5

ｍ

本

本

　※1　JR呉駅を経路の起点とすること。
　※2　使用する公共交通機関は鉄道・バス等とし，タクシーは含めないこと。路線名等を具体的に示すこと。

　※3　各行において，可能な限り徒歩移動が可能な距離（直線距離で800m以内）となる経路とすること。
　※4　可能な限り往路及び復路がそれぞれ2本以上の公共交通機関を経路として使用すること。

　　(イ)　動物（人体と異なる場合に記入すること。）
乗換順序

経路として使用する
公共交通機関の名称※2
利用区間
（駅，バス停等）

降車場所から次の乗車場所または残骨用墳墓の所在地までの直線距離※3
平日10時～16時の運行本数※4
乗車場所
降車場所

往路

復路

1

JR呉駅※1
ｍ

本

本

2

ｍ

本

本

3

ｍ

本

本

4

ｍ

本

本

5

ｍ

本

本

　※1　JR呉駅を経路の起点とすること。
　※2　使用する公共交通機関は鉄道・バス等とし，タクシーは含めないこと。路線名等を具体的に示すこと。

　※3　各行において，可能な限り徒歩移動が可能な距離（直線距離で800m以内）となる経路とすること。
　※4　可能な限り往路及び復路がそれぞれ2本以上の公共交通機関を経路として使用すること。
イ　残骨用墳墓（人体・動物）の外観

※　写真等で示すこと。
ウ　残骨用墳墓の所有者からの使用承諾等の状況



 (5) 選別・精錬した有価物の地方公共団体への返還実績及び業務の完了実績 
　ア　過去５年間（令和２年度～令和６年度）の実績
	№
※5
	受託年度
	自治体名
※4
	担当部署
（電話番号）
	対象残骨灰
※1
	返還又は
埋蔵残骨
※1
	選別後（精錬前）の有価物※2
	精錬した有価物の地方自治体への返還量※２
	精錬業者名

	
	
	
	
	
	
	
	金
（※3）
	銀
（※3）
	ﾌﾟﾗﾁﾅ
（※3）
	ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ
（※3）
	合計
	

	例
	R○年度
	○○市
	○○課
(・・・・-・・-・・・・)
	99,999㎏
	99㎏
	99.99㎏
	9,999.99g
（0.000999g）
	9,999.99g
（0.000999g）
	9,999.99g
（0.000999g）
	9,999.99g
（0.000999g）
	39,999.96g
	㈱○○

	1
	
	
	
	㎏
	㎏
	㎏
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	2
	
	
	
	㎏
	㎏
	㎏
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	3
	
	
	
	㎏
	㎏
	㎏
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	4
	
	
	
	㎏
	㎏
	㎏
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	5
	
	
	
	㎏
	㎏
	㎏
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	6
	
	
	
	㎏
	㎏
	㎏
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	7
	
	
	
	㎏
	㎏
	㎏
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	8
	
	
	
	kg
	kg
	kg
	          g 

(        g)      
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	9
	
	
	
	kg
	kg
	kg
	g

(        g)          
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	

	10
	
	
	
	kg
	kg
	kg
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
(        g)
	g
	


※1　乾いた状態の重量を記入，乾いた状態のデータがない場合は赤字で記入　　※2　小数点以下第２位まで記入　　※3　対象残骨灰１kg当たりのグラム数を記載
※4　受託案件毎に実績が確認できる書類（契約書の写し等）を添付　　　　　　※5　人口規模の大きい順に最大10件を記載
	イ　選別・精錬した有価物を返還するまで，盗難等の事故に遭わないよう，セキュリティ対策として講じる措置の内容
ウ　精錬を行う者（再委託先：会社名及び会社概要）

　会社概要

本社所在地
会社名
設立年月

年　　月

従業員数
人
資本金

千円

売上高
千円

業務内容

ホームページアドレス

主な業務実績

精錬後の刻印，証明書の説明



	３　提案金額

	※　様式は任意とする。
※　①搬出・運搬に係る費用　②分別処理に係る費用　③無害化に係る費用　④残骨墳墓に係る費用　⑤精錬・返却処理に係る費用　⑥その他の費用　の区分で，積算単価及び数量を示し，業務に必要な費用を漏れなく記載すること。
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